
(13) ホテル誘致
(18) 民泊、修学旅行、スポーツ・セミナー合宿への支援
(19) 宿泊予約統一サイトの整備

目指す姿

もっと良くするために

主な取組

これまでは

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

・上質な宿泊施設の整備
・多様なニーズに応える
　宿泊施設の整備

融資制度など資金面での開業支援

民泊サービス開業のための開業相談・セミナーや好事例の提供

JETRO（日本貿易振興機構）と連携した誘致活動の実施
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衛生行政報告例（厚生労働省）

旅館・ホテル客室数

全国平均 奈良県

（　　　　　 ）は全国順位

9,051 8,690 9,197 9,426

32,936 33,229 33,954 35,023

12,000

（47位） （47位） （47位） （47位）

JWマリオット・ホテル奈良（イメージ）

ホテル客室数は全国で最下位クラスですが、近年増加してきました。

バラエティに富んだ民泊サービスが県全域で広がりつつあります。

〇

〇

〇

〇

２０２５年の大阪・関西万博の開催を好機ととらえ、バラエ

ティのある上質なホテル誘致を加速します。

良質な民泊サービスの供給を促進するほか、修学旅行、ス

ポーツ・セミナー合宿等、多様な宿泊ニーズに対応した宿

泊サービスの提供に取り組みます。

そうですね。でも、インバウ

ンド増加に対応して、ホテル

の新規開業が 進んでいま

す。

県内の旅館・ホテルの客室

数は、まだ全国最下位なん

だね…

令和６年度までに旅館・ホテル客室数を１２，０００室にします。

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ～奈良が有する自然・歴史・文化資源を活用し、観光産業を振興する～

3. 滞在型
観光の定着
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目指す姿

もっと良くするために

これまでは

主な取組

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度
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（注）奈良市、生駒市、山添村

奈良県観光客動態調査より編集

県北部（注）への観光客数

80.0

60.0

29.9 31.7 35.8 36.5

1,062

1,610
1,526

1,211

1,639

37.1

対全県比率 観光客数

・

・

・

・

・

・

・

・

奈良市大宮通りの景観改善に努めて

きました。

大宮通りジャーナルを発行しました。

ボランティアの方々や沿道の企業の

方々が、花壇の植付やゴミ掃除をし

ていただいています。 花壇の整備（二条大路南５丁目） 鹿のイルミネーション（油阪交差点）

観光客を迎え入れる玄関口となる大宮通りにおいて、花壇やイルミネーションを整備します。

新大宮（奈良中央郵便局）から高天町のイルミネーションのボリュームアップを図ります。

高天町から油阪町間の街路樹が少ない箇所の光量アップを目指していきます。

花壇のイルミネーションを整備します。

歓迎文字の工夫を行います。

これからも、大宮通りの景観を向上していきます。

奈良市を中心とした県北部

の観光客数は、年々増えて

いるんだね。

花壇の植替・水やり

花壇・街路樹の

イルミネー ション

街路樹剪定

初夏と秋に花壇の植替

秋に花壇・冬に街路樹のイルミネーション

夏と秋に街路樹（ケヤキ）の剪定

そうですね！県全体の観光

客数も年々増えているし、

これからも大勢の観光客

をお迎えする、奈良県の玄

関口にふさわしい大宮通り

を目指していきます。

(26) 大宮通りの景観の向上

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ～奈良が有する自然・歴史・文化資源を活用し、観光産業を振興する～

4. 魅力ある観光地づくり
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(35) 奈良インバウンド観光戦略20年ビジョンの策定と実行

目指す姿

もっと良くするために

これまでは

主な取組

取組 令和２年度 令和３年度 令和4年度

最近、外国人旅行者数は増

えているけど、県内で宿泊

する人は少ないこともあっ

て、外国人の旅行消費額は

少ないんだね。

令和６年までに訪日外国人旅行消費額を４００億円にします。

〇インバウンド獲得は地域間の競争です。あらゆる観光魅力が整った観光地づくりが必要です。

・

・

ビジョンの柱立て（案）

１．観光地としての奈良の魅力づくり　２．対外プロモーションの強化　３．国際交流等の推進　４．観光振興の土台づくり

地域ごとに協議会を立ち上げ、ビジョンの策定と実行を図ります。

・

・

宿泊施設の質と量の充実（Ａｃｃｏｍｍｏｄａｔｉｏｎ）、滞在環境の快適性の向上（Ａｍｅｎｉｔｙ）、 

食の魅力向上（Ａｐｐｅｔｉｔｅ）、効率的な交通・道路体系の形成（Ａｃｃｅｓｓ）、

自然・歴史・文化資源の保存・活用（Ａｔｔｒａｃｔｉｏｎ）、楽しい奈良の実現（Ａｍｕｓｅｍｅｎｔ）

魅力に実力があれば、来訪者自身が良い評価を拡げてくれます（身替リピーター）

 

〇リニア中央新幹線「奈良市附近駅」設置が見込まれる2037年を見据え、「奈良インバウンド

観光戦略２０年ビジョン」を策定するとともに、市町村と連携してビジョンを推進します。

宿泊して周遊してもらう

と県内消費が増えるので、

戦略を立てて取り組んで

いきます。

奈良県
（億円）

全国
（億円）

（年）

訪日外国人旅行消費額
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全　国：
奈良県：

訪日外国人消費動向調査（観光庁）
共通基準による観光入込客統計調査（観光庁）
都道府県により公表時期が異なるため、年により公表されている都道府県数が異なる。
H27：43都道府県　H28：43都道府県　H29：39都道府県　H30：24県（令和元年12月末日時点）

意欲ある市町村との連携・協働による地域ごとの戦略の推進

奈良インバウンド観光戦略

20年ビジョンの策定と実行

観光地としての奈良の魅力づくり、対外プロモーションの強化、

国際交流等の推進、観光振興の土台づくり

Ⅱ 賑わう「都」をつくる ～奈良が有する自然・歴史・文化資源を活用し、観光産業を振興する～

5. 観光奈良の
魅力向上・発信
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